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全国の小・中学校および高等学校の遠泳実施状況調査
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序 論

全国の体育学部系あるいは教育学部保健体育学科
系大学の多くは，教育課程の専門科目で，海での遠
泳を実施している������．この背景には教育職員免許
状［小学校および中学校・高等学校教諭（保健体育）
普通免許状（教育職員免許法第 条）］取得後，教
育現場や社会体育の現場での臨海学習等を通じた教
育活動に貢献する指導者育成を目的としている．学
校教育における遠泳の意義は，体力的効果，精神的

効果，技術の向上などがあげられる��．こうした単
に心身の鍛錬にとどまらず ��，自然との共生（自然
教育、安全教育）を含めた ������，保健体育科目の領
域だけでは捉えられないほど大きく捉えられ ��，そ
の教育効果は多大であると考えられている．しかし
必ずしも教育現場を念頭に置いた内容で，体育学部
系あるいは教育学部保健体育学科系大学での遠泳が
行われているのかについての検証は試みられていな
い．また，清水��は小学校教諭の立場から「いろい

ろな事情により実施する学校が極めて少なくなって
きている．」とする中で，いくつかの要因を挙げ，そ
の中に指導者の不足も一要因であるとしているよう
に，体育学部系あるいは教育学部保健体育学科系大
学における遠泳の指導の問題点を間接的に指摘して
いる見解も見られる．
加えて，実際に小・中学校あるいは高等学校で行

われている遠泳の現状についての，横断的な調査も
行われていない．すなわち，他校の実態がわからな

いため各校独自の運営方針に従って遠泳が実践され
ているのが現状である．
このような背景を踏まえ，初等・中等教育の現場

で行われている遠泳実習の取り組みについての実態
調査を行い，その実施状況に即した体育学部系ある
いは教育学部保健体育学科系大学教育課程における
遠泳のあり方について考える基礎資料を得ることを
本研究の目的とした．今回は特に，遠泳の目的，遠
泳の実施内容，遠泳の規模について，小学校，中学

校，高等学校間での比較を試みることであった．

方 法

�．対象の抽出

インターネット検索エンジンを使用し，検索ワー
ド「遠泳」で抽出された全国の小学校
校，中学校�
校，高等学校��校を調査対象とした（インターネッ
トホームページ上等で遠泳実施に関する情報をすで
に公開している学校）．
�．調査方法

平成��年�����月，本研究の目的，方法，得られる

成果，研究の倫理性に関する取り扱い等（個人情報
は公開しないこと，特定の学校が明らかとなるよう
なデータの活用は行わないこと，研究目的以外では
使用しないこと，全ての送付資料は研究代表者が管
理すること）について書面による説明を行い，了解
の得られた学校から，実際に遠泳実施の際に児童・
生徒に配布されているしおり等の資料を収集した．
送付されてきた資料をもとに，今回実施した調査

の項目は，遠泳実施の目的，遠泳を行った場所，遠

泳を行った時期，�回の遠泳に参加した児童・生徒
数，遠泳時間または遠泳距離（学校によって，時間
遠泳または距離遠泳を行っているため），海上で指
導を行ったスタッフ数，遠泳に医師の同伴があった
かどうか，遠泳のために配備した船の数についてで
あった．明らかにならなかった点については，欠損
値として処理した．

結 果

回収率は，小学校��，中学校�
�，高等学校

��となり，全体では�	�であった。

遠泳の目的を項目ごとに整理して，表 �に示した．
小学校の場合，「心身の鍛錬」（�		�），「自然の理解」
（�）が上位を占め，「集団生活」（

�）や「安全
理解」（

�），「その他」（

�）を目的と掲げる学校
数は少なかった．一方，中学校，高等学校では，「心
身の鍛錬」（���と�		�）の次に「集団生活」を遠泳
の目的として掲げる学校の割合が高かった（�	�と
���）．次いで中学校では「安全理解」（

�），「自
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表 � 遠泳の主な目的に関する小学校（左）中学校（中）高等学校（右）別一覧

然の理解」（���），「その他」（���）であった．高等
学校では「自然の理解」（���），「安全理解」（
�），
「その他」（���）であった．「その他」の例として
は，「郷土愛」や「地域とのふれあい」などを掲げる
学校が複数見られた．

遠泳の実施場所は，海水浴場が��校，遊泳場が��

校，港が �校，その他が �校であった．また実施の
時期は，�月��日� �月��日の間で実施されており，
平均的な実施開始月日は，小学校で，�月��日，中
学校では �月��日，高等学校では �月
�日であり概
ね �月下旬に集中していた．

平均遠泳時間は，小学校で�
分間，中学校で�	分

図 � 時間遠泳および距離遠泳を行っている学校の遠泳時間（�）および遠泳距離（�）の比較 　データは平均値���

図 � 小学校（�）・中学校（�）・高等学校（�）別の遠泳実施学年の比較
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図 � 各遠泳に参加した児童・生徒数（�），指導スタッフ数（�）および指導スタッフ �人当たりの児童・生徒数の，小学
校・中学校・高等学校比較 　データは平均値���

間，高等学校で��	分間であった（図 � ��）．また，
平均遠泳距離は，小学校が��	��，中学校が����，
高等学校が�����であった（図 � ��）．遠泳を実施
している学年は，小学校においては �年生が最も多
く，学年進行に伴い増加していた（図 � ��）．中学
校においては，� ，�年生での実施が多かった（図
� ��）．高等学校においては �年生の時期に実施す

る場合が高かった（図 � ��）．遠泳を実施している
学校のうち，距離遠泳を行なっている学校は全体の
�
�であり，時間遠泳を実施している学校に比較し
て多数であった．
遠泳への参加児童・生徒数は，小学校の場合，�

回の遠泳参加児童数が平均で��名，中学校および高
等学校の場合，参加生徒数の平均はそれぞれ��
名お
よび���名であった（図 
 ��）．一方，指導スタッフ
の数は，小学校で平均����名，中学校で
���名，高等

学校で���名であった（図 
 ��）．これらは学校の
規模に影響されるため，指導スタッフ �人当たりの
児童・生徒数を算出した．その結果，小学校���名，
中学校
�
名，高等学校��名であり増加する傾向に
あった（図 
 ��）．遠泳に際し，医師を同伴させて
いる学校の割合は，小学校が��，中学校が
��，
高等学校が	�であった（図 ）．また，遠泳に用い

図 	 遠泳時に医師の同伴を行った学校の割合に関する小
学校・中学校・高等学校の比較

た船の数の平均値は，小学校が平均���杯，中学校が
���杯，高等学校が��
杯であった．

考 察

学校体育に遠泳が導入された歴史は古く，明治�
年，東京府立高等学校がすでに水泳合宿を実施して
いる．中学校では大正 �年に湖を横断遠泳した記録
が残されている．小学校でも大正�年静岡県の小学

校で実施された記録がある．学校体育に大きな影響
を及ぼした東京高等師範学校では水府流太田派の指
導が行われ，明治��年から校長となった嘉納治五郎
が水泳を必修としていたことから全国各地にこの
流れが伝わり，遠泳が学校体育の中に組み込まれて
いったと考えられる	�．このように普及していった
遠泳が現在減少しつつある原因として，�）プール
の普及，�）安全確保の難しさ， 
）適切な海浜確
保の難しさ，）指導者の不足，�）教員の意識の

低下，�）経費負担の問題，�）社会的圧力（責任
問題），さらに �）天候の影響，などが指摘されてい
る��．しかしながら，今回の調査によりこうした点
を克服しながら現在も遠泳を学校教育に導入してい
る学校の実態が明らかとなった．
はじめに，遠泳を行う意義をどのように理解して
いるのかについて明らかにするために，各学校で掲
げている「遠泳の目的」のカテゴリー化を試みた ��．
遠泳そのものの効果に関しては �）体力的効果，�）

精神的効果，
）技術の向上，）水に慣れる，な
どをあげることができるが ��，こうした「心身の鍛
錬」を，ほとんどの学校が遠泳を行う目的として掲
げている現状が示された．一方，小学校では「自然
の理解」を重んじる傾向があり，中学校および高等
学校では「集団生活」にその目的を持たせている傾
向が高いことが明らかとなった．また「安全理解」
に関する内容を目的と掲げる学校は比較的少なく，
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児童・生徒に対する「安全教育」よりも，他の目的を
遠泳の目的として重視し，児童・生徒の安全管理そ
のものは指導者側がその責務にあたっているものと
考えられた．この現状を体育学部系あるいは教育学

部保健体育学科系大学の教育課程で行われている遠
泳にフィードバックすれば，指導者育成の中で，「安
全理解」に関する徹底した教育が必要であることを
示唆しているのかもしれない．実際に救助法などを
取り入れた遠泳実習を展開している大学もあり��，
大学教育における遠泳の「安全管理」に関する指導
が必要であると考えられる．
佐野��はその著書『遠泳』の中で，「遠泳とは，主と

して海で，おおむね � ��（約���マイル）以上の距

離を計画的に泳ぐことである．」と定義している．この
ような観点から本調査結果を分析すると，全ての学校
で遠泳は海水浴場や港などの海で行われていたこと
から，遠泳実施の共通の認識として海で行うことが理
解されているものと思われた．しかしながら，回答の
得られた学校は，全て海に接した都道府県であった
ことから更なる調査が必要になるものと考えられた．
実施の時期については，�月��日� �月��日の間で

実施されており，概ね �月下旬に集中していた．南九

州では早い学校で �月下旬，北日本の学校では �月後
半との記載が見られ，実施時期のばらつきは，南北に
長いわが国の特徴と考えられる．また調査を依頼した
学校から収集した資料には，天候に加えて，潮の干満
時刻，くらげの大量発生時期などの情報を参考に遠泳日
程が組まれていると推察される記載も多数見られた．
小・中学校，高等学校および大学を問わず，教育

現場で取り入れられている遠泳は，チーム遠泳が一
般的であり，その方法は隊列を組み，集団で泳ぐ方

式である．チーム遠泳であっても，一定の時間を泳
ぎ続ける時間遠泳，もしくは，スタート地点とゴー
ル地点を設けて行う距離遠泳とに大きく分けること
が出来る．今回の調査結果では，距離遠泳を実施し
ている学校の割合が�	�以上と多かった．
時間遠泳を行っている学校の平均遠泳時間は小学

校で�
分間，中学校では�	分間，高等学校で��	分
間であった．時間遠泳を実施している大学の例とし
て��	分間��，��	分間��などが報告されており，指

導者となる者の遠泳時間の経験として十分であるの
かもしれない．しかし，小学校，中学校，高等学校
ではそれぞれ遠泳時間が異なることから，どの世代
の児童・生徒に対して指導を行うのかによっても，
大学での遠泳体験が持つ意義は異なってくるものと
考えられる．
また，距離遠泳を行っている学校の平均遠泳距離

は，小学校が��	��，中学校が����，高等学校が

�����であった．佐野�� は，臨海学校などで多人
数の遠泳を一時に実施する場合，距離遠泳は適して
いるが，時間遠泳は，遠方の目的地を目標に，一途
に泳ぐという魅力に欠けるため，ややもすれば単調

になりがちな欠点があると指摘する．実際に距離遠
泳を実施している大学の例もある��．時間遠泳にお
いても児童・生徒の泳力や体力あるいは，天候や海
況によって，時間や距離を調節することが可能で
ある点は，初心者や女子への配慮が可能な点であ
る��．海水温の変化に対しては体脂肪率が影響する
こと 
�，また女子のほうが，自覚疲労���や心理的
ストレス������を感じやすいことなどを考慮すると，
時間遠泳の意義を見出すことが出来る．実際に今回

の調査で，小学校高学年から高等学校低学年にかけ
ての，思春期を中心に実施されていることが明らか
となった．男女差の拡大，個人差の拡大する時期で
あると同時に，心理面の不安定な時期でもあること
から，遠泳の形態に考慮が必要かもしれない．しか
しながら，その教育効果，安全性についての妥当性
については全く不明であり，今後の調査による解明
が期待される．
遠泳においては安全面への配慮が最も優先されな

くてはならない������．すなわち，遠泳計画は安全
第一の上での積極的な計画が，より高い教育効果を
生むものと理解される������．この観点から，指導ス
タッフ �人当たりの児童・生徒数は重要な点である
が，本研究により，小学校���名，中学校
�
名，高等
学校��名であり，多くのスタッフを配置して指導と
安全管理に努力している一面が明らかになった．卒
業生，保護者，そして地元の漁業関係者の協力を得
ながら実施している学校が多く，指導体制の強化が

安全確保の根底にあることが理解できる．また遠泳
に際しては，医師を同伴させている学校の割合は，
小学校で��，中学校で
��もあり医療関係者への
協力依頼が配慮されている傾向にあった．さらに，
遠泳に際し，複数の船を配置し，監視・救助に当てて
いることも明らかとなった．漁船，プレジャーボー
ト，手漕ぎボート以外にも，浮き輪や，レスキュー
ボードなどを使用するなど，より安全に遠泳を実施
するため装備の充実がはかられている学校も見られ

た．大学においても，自転車エルゴメータを用いた
負荷心電図測定，体脂肪率測定，自覚疲労調査，状態
不安調査などの高度な健康管理，また，漁船，ゴム
ボート，手漕ぎボートに加え，マリンジェットを救
護用に配備したり，浮き輪に加え，レスキューボー
ドやレスキューチューブを用いるなどの配慮をして
いるところもある��．これらの経験が，今後，小・
中学校および高等学校での遠泳を実践する際，指導
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者の知識や技能として身についていることが望まし
いと考えられた．
我々はこれまで大学生を対象とした安全な遠泳の実

施を目的とした調査研究を実施してきた ��
����������．

その結果，遠泳の持つ，身体的��
�，心理的������影
響について明らかにするとともに，遠泳をより効果
的に，そして安全に実施する方法について提案を
行ってきた ��．しかしながら，実際に小・中学校お
よび高等学校で行われている遠泳の実態に即した教
員養成に貢献するような大学での遠泳を行っている
のかに関する知見は皆無であった．本調査は小・中
学校および高等学校の指導者養成の場としての大学
教育のあり方，および大学教育課程の中での遠泳と

小・中学校および高等学校の教育現場で行われてい
る遠泳との認識や実施形態のずれを明確にする上で
貴重な調査であると考えられる．しかしながら，本
調査は，提供された資料を基にデータ分析を行った
ことから，十分な調査が完了したとは考えられない．
今回明確になった点を整理し，より詳細な全国規模
の調査を行うことで，本研究はさらに貴重な情報を
提供し，遠泳の普及に貢献する可能性を秘めている
と結論づけたい．

結 論

小・中学校および高等学校で実施されている遠泳
の実態を明らかにするため，遠泳実施時に配布いて
いる資料の記載内容から解析を行った．その結果，
以下の事実が明らかとなった．
�� 遠泳実施の目的は，小学校では，「心身の鍛

錬」，「自然の理解」が上位を占め，中学校，
高等学校では，「心身の鍛錬」の次に「集団生
活」を目的とする割合が高かった．

�� 遠泳実施の場所は，海水浴場が主で，その時

期は �月下旬に集中していた．

� 平均遠泳時間は小学校が�
分間，中学校が�	

分間，高等学校が��	分間であった．
� 平均遠泳距離は，小学校が��	��，中学校が

����，高等学校が�����であった．
�� 遠泳を実施している学年は，小学校では �年
生，中学校では，�，�年生，高等学校では
�年生が多かった．

�� 指導スタッフ �人当たりの児童・生徒数は，

小学校���名，中学校
�
名，高等学校��名で
あった．

�� 遠泳に際し，医師を同伴させている学校の割
合は，小学校が��，中学校が
��，高等学
校が 	 �であった．

�� 遠泳に使用している船は，小学校が平均���杯，
中学校が���杯，高等学校が��
杯であった．

以上の �項目の事実が，小・中学校および高等学校
で実施されている遠泳の実態として明らかとなった．

　

本研究は，平成��年度川崎医療福祉大学総合研究助成

（課題「遠泳の教育効果に関する総合研究」代表 　木村一

彦）によって実施された．調査に際し，ご協力を仰いだ関

係各小学校，中学校，および高等学校担当教諭に深謝する．
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